
第 161 南極特別保護地区管理計画（ASPA No.161）  

ロス海のテラ・ノヴァ湾  

 

1.保護を必要とする価値の記述  

テラ・ノヴァ湾は アデリー湾とテチス湾に挟まれた 29.4 平方 km を網羅す

る 沿岸海洋地区で、長い間科学調査現場として定着した重要な海浜区であると

いう理由でイタリアによって南極特別保護地区（ASPA）に推薦された。本地区

は マリオ・ズッケーリ 基地（MZS）のすぐ南方に約 9.4km に伸び、海岸から

は最大 7km までの細長い海域に限定される。地区内及び周辺地区では海洋資源

の収穫は行われてきておらず、これからもその予定はない。  

当地区はロス海域の沿岸地域には珍しく通常夏の間は氷結しないので、地域

の沿岸に生息する底生生物類の研究を行いやすい理想的な調査現場である。テ

ラ・ノヴァ湾では 1986/87 年から広範囲に渡る海洋生態系の調査が実施されて

おり、以前にはあまり記録がなかった底生生物類に対する理解を深めるのに多

大な貢献をしている。 

本地区の生態系は種と群落の両レベルで高い多様性を持ち、地区の生態学

的・科学的な高価値を生み出している。研究により種の集団が複雑に配列して

いて、しかもそれらは多くの場合寄せ集まって共存していることが明らかにな

った（Cattaneo-Vietti 1991; Sarà 他, 1992; Cattaneo-Vietti 他., 1997; 2000b; 

2000c; Gambi 他., 1997; Cantone 他., 2000）。そこには種類が豊富で複雑な機能

を持つ集団が、海綿類と花虫類動物類のように、粗雑に組織された種類の少な

い集団と共生している。その上テラ・ノヴァ湾の海綿類と花虫類動物類には珍

しい構造が見られるので、沿岸の底生生物類の自然に起こる変化及び人為的な

変化を観察するための長期的なトランセクトを確立した。アデリー湾にはアデ

リーペンギン（Pygoscelis adeliae）の集団が生息しているので、アデリーペン

ギン（Pygoscelis adeliae）のコロニーが周囲の海洋環境に与える影響を評価す

ることができる（Povero 他, 2001）。 

できるだけ本地区が直接的に人間の影響にさらされないよう保護することが

肝要である。そうすることにより、本地区を利用して隣接するテラ・ノヴァ湾

の常設科学基地、マリオ・ズッケーリ基地（MZS）で行われる活動に起因する

潜在的影響をモニターすることが可能になる（ Mauri 他 ., 1990; 

Berkman&Nigro, 1992; Focardi他., 1993; Minganti他., 1995; Bruni他., 1997; 



Nonnis Marzano 他., 2000）。多様な種と集団が、特にその特徴に関する広範な

データの採取現場として、本地区にもたらす生態学的・科学的な高価値、そし

て本地区が汚染、過度のサンプル採取、外来種の移入によるかく乱の影響を受

けやすいことの両方が、本地区に長期に渡る特別保護が必要な理由である。  

 

2.目的  

テラ・ノヴァ湾の管理目的は以下の通りである。 

•無用の立ち入りを防ぐことで、本地区の価値を下げたり、著しく脅かすことが

ないようにする。 

•生態系、特に本地区の海洋生物集団に関する科学研究を認める一方で、過度の

サンプル採取や考えられるその他の科学的影響から確実に本地区を保護する。  

•その他の科学調査や支援活動は、他の地域では実行不可能なやむを得ないもの

に限って許可する。 

•海洋生物群に自然に起こる変化を評価するため、長期的に観察を行う現場の維

持。  

•研究観測基地及び研究観測基地に関連した活動が本地区の海洋生態系に及ぼ

す影響をモニターする。  

•外来の動植物及び微生物が本地区に移入される危険性を最小限にとどめる。 •

本管理計画の目標達成を支援するための管理目的の訪問を許可する。  

 

3.管理活動  

本地区の価値を保護するため、次の管理活動を実行することとする。  

•マリオ・ズッケーリ基地（イタリア）では本地区の位置を示す地図（該当する 

特別制限事項を記載したもの）を目立つ場所に掲示し、当管理計画の写しをい

つでも見られるところに置いておくこと。  

•マリオ・ズッケーリ基地のよく分かる場所に、本地区の位置と境界線を図解し、

本地区への立ち入りに関する制限事項をはっきり明記した看板を設置すること。 

•科学的な、または管理上の目的で設置した浮標及びその他の標識や建築物はし

っかり固定して良好な状態に保ち、必要がなくなった時点で撤去すること。  

•必要に応じて本地区を訪問し、本地区が保護地区への指定を受ける理由となっ

た本来の役割を継続して果たしているか、そして本地区の管理・保全のための

措置は適切かどうかを評価すること。  

 



4.指定の期間  

本地区の指定期間は無期限とする。  

 

5.地図及び写真  

地図 1: テラ・ノヴァ湾、第 161 南極特別保護地区、湖盆図。 

地図規格: 投影法: ユニバーサル横メルカトル（UTM）ゾーン 58S 回転楕円体

WGS84 。等深線間隔 50m。地上の等高線及び海岸線は 1:50,000 で北フットヒ

ルズを撮った 衛星画像地図から作成された（Frezzotti 他 2001）。南極特別保

護地区内の深浅は Kvitek が 2002 年に測量した高解像度のサイドスキャンソナ

ーデータから作成された。南極特別保護地区外の深浅はイタリア水路部が 2000

年に提供。海洋データはテラ・ノヴァ湾海洋保護地区プロジェクトの一環とし

て収集された（PNRA 1999-2001）。 

挿入図 1: 南極におけるテラ・ノヴァ湾の位置。  

挿入図 2: テラ・ノヴァ湾索引図。地図１に掲載された地域、基地、付近の保護

地区の配置を示す。  

 

6. 本地区の記述  

6(i)地理的配置、境界標識及び地勢  

特別保護地区に指定されたのは、テラ・ノヴァ湾に位置しヴィクトリア・ラ

ンドのキャンベル氷舌とドリガルスキー氷舌に挟まれた地区である。マリオ・

ズッケーリ基地（イタリア）のすぐ南方の細長い海域に限定される本地区の長

さは約 9.4km で海岸からの距離は通常 1.5～7km 以内、広さは 29.4 平方 km で

ある（地図１）。地区内及び周辺地区では海洋資源の収穫は行われてきておらず、

これからもその予定はない。 

本地区の西境界線は北に南緯 74 度 42 分 57 秒（マリオ・ズッケーリ基地南方

2.3km）から南に南緯 74 度 48 分 00 秒（アデリー湾南岸）に伸びた海岸線沿い

の平均最高推移線であるとして規定され、そこには潮間帯も含まれる（地図１）。

北境界線は海岸から東に 1.55km 伸びる南緯 74 度 42 分 57 秒の緯度線から東

経 164 度 10 分 00 秒の経線までと規定される。海岸付近では、この海岸地帯の

ユニークな特徴となっている、マリオ・ズッケーリ基地南の海岸上で最北の入

り江にある巨大で目立つ沖合いの岩から境界の場所が分かるだろう。南境界線

は海岸から東に 3.63km 伸びる南緯 74 度 48 分 00 秒の緯度線から、東経 164



度 10 分 00 秒の経線までと規定される。この境界の場所はアデリー湾入り口の

南岸にあり、この海食崖地帯の付け根の特徴ある岩礁のすぐ南なので見てそれ

と確認できるだろう。東境界線は東経 164 度 10 分 00 秒の経線から、北に南緯

74 度 42 分 57 秒で南に南緯 74 度 48 分 00 秒の間に伸びている。 

テラ・ノヴァ湾の海岸線の主な特徴は、巨岩が時折「浜」を形作る、岩だらけ

の崖である（Simeoni 他., 1989）。天候から守られた地区では柔らかい水底が深

さ 20～30m の地点から始まっている。潮差は 1.5～2m で厚みが約 2～2.5m の

流氷が 1 年のうち 9～10 ヶ月の間海面を覆う（St occhino & Lusetti, 1988; 

1990）。夏期に応用できるデータからは本地区の海流はゆっくりと大体南北の方

向に流れている可能性が高いことがうかがえる。本地区の海岸線沿いには２つ

の主要な湾がある。大きいほうが南のアデリー湾で、その 3km ほど北に小さい

ほうの湾がある。小さいほうの湾の海底基質は様々な大きさの小石から成って

いるのに対して、アデリー湾の海底基質はきめ細かい泥質堆積物から成ってい

るのが特徴的だ。アデリー湾にはアデリーペンギン（Pygoscelis adeliae）のコ

ロニーがあり、1991年におけるこのコロニーの固体数は7899つがいであった。

これらの湾を除いては、本地区の沿岸における海底の特徴及び底生生物の集団

は比較的均一で、深さごとに著しく異なることが観察された。  

2004 年の夏にイタリアのマリオ・ズッケーリ基地を取り囲む沿岸地域で、鯨目

類に関する空からの調査を実施したところ、タイプ B 及び C のシャチ（Orcinus 

orca (L.)）とミ ン ククジラ（Balaenoptera bonaerensis Burmeister）が生息

することが分かった（Lauriano 他., 2007a; 2007b; Lauriano pers.com.）。 

本地区内の海底は主に花崗岩で、その下に粗砂や砂利から成るより柔らかい

基質がある。潮上帯においてはシアノバクテリアと珪藻だけが硬い基質に生息

し、一方最も守られた地区である潮間帯（幅 1.5～2.0m）においては緑藻

（Urospora penicilliformis）とナンキョクカワノリ（Prasiola crispa）の被覆

率が高い （Cormaci 他., 1992b）。潮間帯の下を 2～3m の深さまで下りると、

長期に渡って存在する流氷にこすられるため生息する群類は非常に僅かで、主

に石の上に生える珪藻類と甲殻類に属する端脚類（Paramoera walkeri）から成

る。そのすぐ下から深さ 12m までにある岩は全体を紅藻（Iridaea cordata）に

覆い尽くされている可能性が高く（Cormaci 他., 1996）、よく Plocamium 

cartilagineum と一緒に生息しているのが観察された（Gambi 他., 1994; 2000a）。

この深さにおいては Alcyonium antarcticum や Urticinopsis antarctica といっ



た大きな付着動物も時々観察されているが、常に生息が観察されるのがヒトデ

（Odontaster validus）とウニ（Sterechinus neumayeri）である。主にヒドロ

虫（Cerrano 他  2000c, Puce 他 ., 2002）やカンザシゴカイ及びコケムシ

（Celleporella antarctica と Harpecia spinosissima）といった固着生物に完全

に覆い尽くされていることが多い 12～25m の深さにおいて、幅広いマット状に

生息するのが他の紅藻Phyllophora antarcticaである。上層のほうの藻類帯は、

大量にいる多様な移動性動物相の集団にとっての住処兼食料源である。こうい

った藻類種を常食とする多毛類の Harmothoe brevipalpa、軟体動物の

Laevilittorina antarctica、甲殻類に属する端脚類の Paramoera walker 及び等

脚類の Nototanais dimorphus といった幾多の無脊椎動物は無数に生息する可

能性がある。さらに深い地帯の岩石底の上は、藻類に代わり石灰質で固着性の

サンゴ藻（Clathromorphum lemoineanum）が覆いつくし、それを常食するの

がキタムラサキウニである。 

水深 20～40m の柔らかい海底は粗砂と砂利からなり、ここに生息する集団の

特徴は軟体双殻類の Laternula elliptica や多毛類の Aglaophamus ornatus（シ

ロガネゴカイ）がいることである。双殻類の Yoldia eightsi は細かい砂の堆積物

の中に多く生息する。 

基質がさらに細かくなる水深 30～70mは双殻類の Adamussiu colbecki が完

全に占拠し、その殻に生息するのが主に有孔虫、コケムシ（Aimulosia antarctica、 

Arachnopusia decipiens、 Ellisina antarctica、Micropora brevissima）及び

ウズマキゴカ（Paralaeospira levinsenii）から成る微生物集団である（Albertelli

他., 1998; Ansell 他., 1998; Chiantore 他., 1998; 2000; 2001; 2002; Vacchi 他., 

2000a; Cerrano 他., 2001a; 2001b）。この水深域には腹足類の Neobuccinum 

eatoni 及び、ひも形動物の Parborlasia corrugates といった大きな捕食動物が

よくいる。ウニの Sterechinus neumayeri とヒトデの Odontaster validus はい

まだに全ての水深域の硬質及び移動基質の両方の上で非常によく見られる

（Chiantore 他., 2002; Cerrano 他., 2000b）。 

70～75m の下から深さ 120–130m までの帯には、混成の基質のおかげで硬い

底に生息する集団と柔らかい底に生息する集団が共生する。まばらに露出した

岩の表面を覆う藻が消え、底生生物集団の主役は付着底生動物となる。この多

様なろ過摂食集団の中心的存在は海綿類と花虫類動物である一方、柔らかな堆

積物の中では有機堆積物を食べる多毛類と双殻類が主に生息する。生物量の値



が非常に高くなる海綿の中では、Axociella nidificata、Calyx arcuarius、Gellius 

rudis、Phorbas glaberrima、Tedania charcoti が非常に多い（Sarà 他., 1992; 

2002; Gaino 他., 1992; Cattaneo-Vietti 他., 1996; 2000c; Bavestrello 他., 2000; 

Cerrano 他., 2000a）。多数の無脊椎動物が深さ 120～140m に生息する底生生物

集団の重要な構成要員となっている。この中には Thouarellid gorgonians の上

に生息する表在底生多毛類の Barrukia cristata、甲殻類のフクロエビ、ウミグ

モ、軟体の後鰓類（Austrodoris kerguelenensis、 Tritoniella belli）が含まれ

る（Cattaneo-Vietti, 1991; Gavagnin 他., 1995）ほか、双殻類、クモヒトデ類、

ナマコ類、コケムシ類及び endobionts も含まれる。この深さに目立つ海綿針状

体のマットが存在することは、当地区の堆積物の構成とケイ酸含量を決定する

上で、珪藻に加えて海綿が重要な役割を担っていることを明確に示す。多毛類

及び双殻類の Limatula hodgsoni を中心とした特異な生物集団の構成には、こ

れらの海綿マットの存在が関わっている可能性がある。 

深さ 130m を過ぎると非常に僅かになる硬い基質には、主に多毛類の 

Serpula narconensis （ Schiaparelli 他 ., 2000 ）と複数のコケムシ類

（Arachnopusia decipiens、Ellisina antarctica、Flustra angusta、F. vulgaris 

及び Isoschizoporella similis）が生息する。大部分を占める泥質の底で、代わ

って中心的に生息するのは Spiophanes を主とする管生多毛類である（Gambi 

他., 2000b）。さらに深い、深さ約 150-200m では、腕足動物と様々な種類の双

殻類が小さな砂利及び柔らかい底の上の環境を特徴づける（Cattaneo-Vietti 

他., 2000b）。これらの基質が異成分で成り立っていることは、豊富な種、多様

性、生物量を持つ生物集団の成立に寄与している。 

最後に本地区の動物相の集団には、特に Trematomus グループの種に代表さ

れる、T. bernacchi、T. pennelli、ウロコギス（T. hansoni）及びミナミクロギ

ス（T. loennbergii）を含むノトセニア科の魚類が含まれる。これらは深海底の

食物網において主に甲殻類と多毛類に代表される多くの無脊椎動物種を食べる

消費者としての重要な役割を果たす（Vacchi 他., 1991; 1992; 1994a; 1994b; 

1995; 1997; 2000b; La Mesa 他., 1996; 1997; 2000; Guglielmo 他., 1998）。 

春先にテラ・ノヴァ湾に出現する氷小板が、南極の食物網の生態における主

要生物であるコオリイワシ（Pleuragramma antarcticum）にとって重要な稚魚

の居場所となっていること が明らかにされている（La Mesa 他., 2004; Vacchi

他., 2004）。この氷小板環境は南半球の春先には強く酸化を促進する特性を持つ



ので、際立った抗酸化防衛反応を起こすことがコオリイワシ（P. antarcticum）

の基本的な狙いである（Regoli 他., 2005b）。 

これらの生物が必然的に順応せざるを得ない、高レベルの酸化促進物質にさ

らされる厳しい環境は、人間起因の酸化促進性化学物質に対するコオリイワシ

（P. antarcticum）の脆弱性にも影響を与える（Regoli 他., 2005b）。オキシラ

ジカルな代謝作用と抗酸化防衛は、テラ・ノヴァ湾の様々な海産無脊椎動物、

魚及びペンギンにおいて基本的な役割を持ち、例えば極限環境条件に対抗する

ための重要な戦略を意味する。また生物因子及び非生物要因の季節的変動、共

生関係、特定の生理的特徴、生体高分子の長期保護、老化を計る指標でもある 

（Regoli 他., 1997a,b; 2000a,b, 2002, 2004; Corsolini 他., 2001; Cerrano 他., 

2004）。 

酸化的ストレスに対する脆弱性は、人間活動が及ぼす影響及び汚染物質に対

する細胞応答を測定するのに特に有用であり、主要な南極の生物は生物学的な

乱れに敏感であることを明確に示した（Focardi 他., 1995; Regoli 他., 1998; 

Jimenez 他., 1999; Regoli 他., 2005a; Benedetti 他., 2005, 2007; Canapa 他., 

2007; Di Bello 他., 2007）。現時点ではテラ・ノヴァ湾に汚染された地区の存在

を示す徴候はないが、ここの生物群はカドミウムの自然増加したバイオアベイ

ラビリティにさらされているので、組織中濃度が温帯に生息する種の標準より

も通常 10～50 倍高い（Mauri 他., 1990; Nigro 他., 1992, 1997; Canapa 他., 

2007）。この高レベルの要素が生物群に対して直接的な有害影響を引き起こすわ

けではないが、テラ・ノヴァ湾のこういった環境特性は生物群の他の化学物質

に対する反応性を左右し、人間に起因するプレッシャーまたは不慮の流出が及

ぼす影響のモニタリング結果にも影響する（Regoli 他., 2005a）。特にテラ・ノ

ヴァ湾における上昇したカドミウムのレベルが、ここの海洋生物の PAH（多環

式芳香族炭化水素）及び有機塩素系生体異物の生体内蓄積と代謝作用を変化さ

せるということは、この要素に慢性的にさらされることによる内分泌効果があ

るということも示唆する（Regoli 他., 2005a; Benedetti 他., 2007; Canapa 他., 

2007）。 

本地区内では人間の影響はごく僅かであるとみられ、あるのは隣接するテ

ラ・ノヴァ湾基地及び地区内で実施される科学調査に起因する影響だけである。

この基地には約 80 人宿泊でき、ヘリコプター運航のための施設と小型ボートを

停泊させる突堤がある。基地で使用する燃料は軽油で、総容量 180 万リットル



の二重壁スチールタンク 3 個に保管されている。燃料は年に 1 回、海氷がある

時はホースを使って、海氷がない時は荷船を使って補給船から基地に運搬され

る。基地の排水はバイオ処理施設で浄化し、この半島の東側の、基地に隣接し

た海の、本地区の北境界から 2.3km の地点に流される。基地から出る可燃ゴミ

は焼却され、焼却時に出た煙は水で浄化・ろ過する。ろ過処理に使用した水は、

焼却炉の使用量に合わせた時間間隔ごとに排水処理施設に排出する。大気モニ

タリング施設は（ここでは「Campo Icaro」と呼ばれる）、本地区の北境界から

約 650m 北、海岸から 150m の場所にあり、この施設からは廃棄物は出ない。

夏の間は定期的に支援船がマリオ・ズッケーリ基地を訪れ、巡遊船も時々来る。

通常これらの船は本地区の北数 km の沖合に停まる。  

 

6(ii)本地区内の制限区域  

なし。  

 

6(iii)本地区内及び付近にある建造物  

本地区内に建造物はない。最も近い建造物は本地区の北境界から約 650m 北

にある大気モニタリング施設（ここでは「Campo Icaro」と呼ばれる）だが、マ

リオ・ズッケーリ基地（南緯 74 度 41 分 42 秒 東経 164 度 07 分 23 秒）は、そ

こからさらに 1.65km 北の、テチス湾のすぐ近くの沿岸の小さな半島に位置す

る。  

 

6(iv)当地区付近にある他の特別保護地区の位置 

ASPA No.118 のメルボルン山の山頂部が北東 45km の陸上にあり、近距離に

ある唯一の他の保護地区である。  

 

7.許可証の条件  

適切な国内当局から発給された許可証で認められた場合を除き、本地区への

立ち入りは禁止されている。許可証発給の条件は以下の通り。  

•本地区の海洋環境に関する科学的調査を行うため、または他の場所ではできな

い科学的活動を行うためのみに発給される。  

•査察や整備、再調査といった、管理計画の目標に一致した絶対必要な管理活動

を行うために発給される。  



•許可を求めている活動が本地区の価値を損なわないものであること。  

•許可を求める全ての管理活動が、当管理計画の目的達成を支援するものである

こと。  

•許可された活動が当管理計画に沿うものであること。  

•地区内では許可証、または認可された許可証の写しを携帯すること。  

•許可証に記載された機関に、訪問報告書を提出すること。 

•許可証は一定期間を対象に発給されること。  

 

7(i)本地区への出入りの経路及び本地区内での移動  

本地区内への立ち入りは海洋、陸上、海氷上、または上空からとする。本地

区までの立ち入り経路及び地区内での移動に関する特別な規制はないが、移動

範囲は許可された活動の目標達成に必要な最小限にとどめ、できるだけ地区を

乱さないためにあらゆる当然の努力を惜しんではならない。地区内での錨泊は

禁止されている。本地区の上空通過に関する規制はなく、海氷の状態が許せば

許可を得て飛行機を着陸させてもよい。船や小型ボートの乗組員や同乗者が船

舶周辺以外の場所に移動することは、特別に許可証で認められた場合を除き禁

止 されている。  

 

7(ii)本地区内で実施されている、または実施できる活動。期間や場所に関する制

限を含む。  

•本地区の価値を損なわない科学的調査や必要不可欠な業務活動。  

•モニタリングを含む、必要不可欠な管理活動。  

•本地区に生息する豊富な底生生物集団は環境の乱れに敏感であるため、トロー

ル網、引き網、つかみ取り、浚渫、または網の設置を伴う活動を本地区内で行

う場合は、細心の注意を払うこと。これらの活動に対して許可を受ける前に、

活動により期待される科学的・管理上の利益が特別保護下にある生態系に影響

を及ぼしてまで追求すべきものなのか熟慮し、他にもっと選抜きの、生態系へ

の侵害が少ないサンプル採取方法はないか検討すべきである。  

•許可証に含まれていない活動や方策を実施する場合は、適切な国内当局に通知

すること。  

 

 



7(iii)建造物の設置、改築または除去 

許可証に明記された場合を除き、本地区内に建造物や科学設備を設置しては

ならない。地区内に設置する全ての標識及び構築物、または科学設備には、は

っきりと国名、実験責任者、設置年を表示すること。またこれらの建造物・設

備機器はすべて、本地区を汚染するリスクが最小限の素材でできたものでなけ

ればならない。許可証を与える条件として、許可証の期限が切れた特定設備の

撤去を義務付けること。建造物・設備機器の常設は禁止である。  

 

7(iv)野営地の位置 

本地区内にはない。臨時の野営はアデリー湾の海辺で行われている。  

 

7(v)地区内に持ち込むことのできる物質及び生物に関する制限  

生きている動物、植物体、病原菌、微生物を故意に地区内に持ち込んではな

らない。フリーズドライの卵が入っている食品を含む、あらゆる家禽生産食品

類を本地区で破棄してはならない。除草剤や殺虫剤・農薬は一切本地区に持ち

込んではならない。許可証に明記されたやむを得ない科学的、または管理上の

目的のため持ち込みが認められた、放射性核種または安定同位体を含むその他

全ての薬品・薬物は、許可された活動の目的を達成するため最小限必要な量の

みを使用しなければならない。これらの化学物資の使用は本地区の価値を尊重

しつつ行うこと。すべての物質の保管と取り扱いは、環境への不慮の放出のリ

スクを最小限に抑える方法で行うこと。差し支えない限り持ち込んだ物質を地

区にとどめるのは規定期間のみとし、期間終了前もしくは終了時に除去するこ

と。本地区の価値を危険にさらし得る物質を持ち込んでしまった場合は、放置

するよりも除去したほうが影響が少ないと思われる場合のみ、除去を推奨する。

許可証に含まれていない物質を放出した場合は、適切な国内当局に通知するこ

と。  

 

7(vi)在来の植物や動物の採捕 またはこれらに対する有害な干渉  

環境保護に関する南極条約議定書の付属書 II に基づいて発給された許可証に

沿う場合を除き、在来の植物や動物の採捕や、それらに有害な干渉を行うこと

は禁止されている。動物に対する採捕または有害な干渉を伴う場合は、「SCAR

南極地域における科学的目的のための動物の利用に関する行動規範」（SCAR 



code of conduct for the use of animals for scientific purposes in Antarctica）

を最低限の基準として従う必要がある。  

 

7(vii)許可証の所持者によって持ち込まれた物以外の物の収集及び除去  

物質の収集や除去は許可証で認められた場合のみ行い、科学的または管理上

の目的を果たすのに必要な最小限にとどめなければならない。提案されたサン

プル採取で本地区内の基質、在来の植物相や動物相の分布や潤沢さに大きく影

響を及ぼすような量の基質や在来の動植物の採取や除去、または破損が行われ

ると予測するのが妥当な場合は許可証を発給してはならない。集めたサンプル

には種類、量と採取場所を記載すること。こういった情報をマリオ・ズッケー

リ基地でアクセス可能な記録保管所にとどめて利用記録をつけることで、サン

プル採取活動が及ぼす影響の評価及び将来のサンプル採取の計画に役立てるよ

うにする。地区の価値を危うくすると思われる人間起源の物質で許可証の所持

者が持ち込んでおらず、他の許可も得ていないものに関しては除去して差し支

えない。ただし該当物質を除去する方が放置するよりも本地区に及ぶ影響が大

きいと思われる場合はその限りではなく、その場合は適切な機関に通知を行わ

なければならない。  

 

7(viii)廃棄物の処理  

汚物を含む全ての廃棄物を本地区から除去すること。  

 

7(ix)管理計画の目的の達成が継続されることを確保するために必要な措置 

1.分析や再調査、あるいは保護対策を目的とする少量のサンプル採取を伴う可能

性がある生物学的モニタリング及び現場視察活動に対しては本地区への立ち入

り許可を与えてよい。 

2.長期的にモニタリングを行っている特定の現場で不慮のかく乱による被害を

受けやすい場所には、差し支えなければ現場に適切な目印をつけ、また必要に

応じて本地区の地図上にも印をつけること。 

3.本地区内で発見された海洋生物群の生態学的・科学的価値の維持を助けるため

に、訪問者は海洋汚染に対する特別な予防措置を講じなければならない。懸念

すべきなのは船からの炭化水素の流出、あるいは漏洩及び生物の移入である。

そのような汚染リスクを最小限にとどめるため、訪問者は本地区に持ち込むサ



ンプル採取用設備や標識が確実に無菌であるようにすること。燃料漏れが見つ

かった、または燃料漏れの著しい危険があると思われる船舶の当地区への立ち

入りは禁止である。本地区内で燃料漏れが発覚した船舶は、迅速に燃料漏れを

止められない限り、本地区から出ていかなければならない。本地区内での燃料

及び油の取り扱いは、許可された活動目標を達成するために必要な最小限にと

どめること。  

 

7(x) 報告に必要な事項 

南極条約締約国は、発給を受けた各許可証の代表所持者が適切な機関に活動

内容を記した報告書を確実に提出するようにさせなければならない。報告書に

は必要に応じて SCAR 推奨の訪問報告書様式（Visit Report Form）で規定され

た事項を含むこと。締約国はこれらの活動記録を保管するとともに、管轄下の

団体が行った活動の要約を管理計画の効果を評価するのに利用できるほど詳し

く毎年恒例の情報交換会で発表しなければならない。また締約国は可能な限り

報告書の原本か写しを公的にアクセス可能な記録保管所に保管して利用記録を

残し、本地区の管理計画の見直し及び科学的利用計画に役立てること。  
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地図１ テラ・NOVA 湾 ASPA No.161 ロス海のヴィクトリア・ランド 

 



 

付録 1 

テラ・ノヴァ湾での研究活動に関する最近の参考文献及び興味深い出版物の一
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付録 2 

2010～2012 年にかけて、イタリア南極キャンペーン（ Italian Antarctic 

Campaign）はテラ・ノヴァ湾の海洋域、ASPA No.161 における以下の活動及

びサンプリングを認める許可証を発給した。 

 

活動サイト  テラ・ノヴァ湾の海洋域、ASPA No.161 

 

立ち入り許可回数 8 回 

各立ち入りの長さ 4 時間 

対象生物種  動物プランクトン属 150 サンプル 

   無脊椎動物 200 サンプル 

   海綿動物 10 サンプル  

   南極に生息する海生二枚貝 

Adamussium colbacki 30 個体 

 

 

 

本南極特別保護地区内でのサンプル採取及び調査活動は13回にわたって実施さ

れ、トータルでの作業時間は 52 時間に及んだ。 

加えて、2011～2012 年のイタリア南極キャンペーン中に、テラ・ノヴァ湾中で

次の魚類種が、それぞれ表中の数捕獲された。CCAMLR 規定によりオニカマス

捕獲網が使用された。 

 

数 種名 合計重量[kg] 

29 Ch. hamatus 13.850   

13 T. bernacchii 1.800  

1 T. hansoni 0.150  

2 Cr. antarcticus 0.300  

 


